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平成
元年

1989
８月

横
浜
市
関
係

２
-
横
浜
港
で
催
さ
れ
た
神
奈
川
新
聞
社
主
催

の
花
火
大
会
で
爆
発
事
故
。
打
上
げ
作
業
員
二

人
死
亡
、
七
人
重
軽
傷

３
-
建
設
省
横
浜
国
道
工
事
事
務
所
、
市
金
沢

地
区
と
横
須
賀
市
夏
島
地
区
を
結
ぶ
国
道
三
五

七
号
の
具
体
的
な
新
設
整
備
計
画
発
表

４
-
市
と
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
、
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
の
基
本
計
画

を
修
正
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
。

６
-
暴
走
族
追
放
の
た
め
、
県
警
は
戸
塚
区
の

ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
周
辺
を
安
眠
ゾ
ー
ン
に
指
定
。

深
夜
通
行
止
め
と
す
る
。
県
内
で
二
番
目

▽
市
都
市
計
画
審
議
会
で
M
M
2
1
中
央
地
区
の

陸
側
容
積
率
を
八
〇
〇
％
に
変
更
す
る
手
続
き

が
と
ら
れ
る
。

８
-
市
道
路
局
、
駅
前
の
放
置
自
転
車
禁
止
区

域
に
新
た
に
五
駅
指
定
。
全
部
で
六
十
七
駅
に

1
0
-
市
長
、
外
国
人
職
員
三
十
二
人
に
辞
令
交

付
。
市
内
の
中
学
、
高
校
等
で
生
き
た
英
語
指

導
を
め
ざ
す

1
7
-
ピ
ー
プ
ル
ズ
ー
プ
ラ
ン
二
十
一
世
紀
の
一

環
と
し
て
神
奈
川
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
横
浜

国
際
会
議
場
で
開
催
（
～
1
9
）
。
▽
第
八
回
横

浜
市
少
年
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。
▽
横
浜
美
術

館
の
グ
ラ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ド
始
ま
る

2
1
-
－
全
国
指
定
都
市
市
長
懇
談
会
開
催

2
2
－
メ
キ
シ
コ
ー
ベ
ラ
ク
ル
ス
横
浜
交
流
使
節

自
治
体
・
国
・
社
会

１
-
記
録
的
な
集
中
豪
雨
、
川
崎
市

高
津
区
で
が
け
崩
れ
。
一
家
三
人
死

亡
、
救
出
の
消
防
署
員
も
三
人
死
亡

十
二
人
重
軽
傷
。
３
-
文
部
省
、
平

成
元
年
度
学
校
基
本
調
査
速
報
発
表

今
春
の
大
学
生
数
二
百
六
万
七
千
人

で
、
女
子
の
大
学
、
短
大
へ
の
進
学

率
初
め
て
男
子
を
上
回
わ
る
。
８
-

県
教
委
、
公
立
中
学
校
卒
業
者
進
路

調
査
発
表
、
県
内
高
校
進
学
率
過
去

最
高
の
九
四
・
六
％
。
▽
一
九
八
九

年
度
経
済
白
書
を
閣
議
提
出
、
了
承
。

1
0
-
海
部
内
閣
誕
生
、
初
の
昭
和
生

ま
れ
の
首
相
。
▽
厚
生
省
、
昭
和
六

十
三
年
度
簡
易
生
命
表
発
表
。
男
七

十
五
・
五
四
歳
、
女
八
十
一
・
三
〇

歳
で
い
ず
れ
友
朋
年
よ
り
若
干
下
回
っ

た
。
▽
東
京
都
江
東
区
保
育
園
児
野

本
綾
子
ち
ゃ
ん
誘
拐
、
殺
人
事
件
で

別
件
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
て
い
た
印
刷

業
手
伝
い
宮
崎
勤
が
誘
拐
殺
害
を
自

供
、
死
体
の
一
部
を
自
供
現
場
で
発

見
。
1
2
-
文
部
省
、
平
成
二
年
度
の

国
公
立
大
学
入
試
要
項
ま
と
め
る
。

1
4
-
環
境
庁
の
酸
性
雨
実
態
調
査
で

酸
性
雨
が
全
国
的
に
降
っ
て
い
る
こ

と
が
判
明
。
1
5
-
自
治
省
、
三
月
末

現
在
の
人
口
動
態
調
査
結
果
発
表
。

総
人
口
一
億
二
千
二
百
三
十
三
万
五

千
十
三
人
。
前
年
比
○
・
三
八
％
増
。

平成
元年
1989
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団
一
行
が
市
を
友
好
訪
問

2
4
-
神
奈
川
区
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
若
竹

宛
開
園
。
区
内
で
初
の
ホ
ー
ム
。
市
内
二
十
一

番
目
2
5
-
社
会
党
横
浜
本
部
及
び
市
議
団
は
「
よ
こ

は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
原
案
に
対
す

る
見
解
と
修
正
案
を
市
長
に
提
出

2
8
-
横
浜
美
術
館
入
館
者
七
十
万
人
達
成

2
9
-
第
九
回
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
本
牧
ジ
ャ
ズ

祭
開
か
れ
る

3
0
-
横
浜
そ
ご
う
美
術
館
で
「
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
展
」
始
ま
る

１
-
防
災
の
日
、
市
内
各
地
で
地
域
防
災
訓
練
。

大
黒
ふ
頭
中
央
会
場
に
は
五
千
人
参
加
。
▽
三

渓
園
内
に
完
成
し
た
三
渓
記
念
館
の
開
館
に
伴

う
「
原
三
渓
旧
蔵
日
本
美
術
展
」
開
幕

４
-
市
が
鶴
見
区
に
新
し
く
建
設
の
ご
み
焼
却

工
場
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
準
備
書
を
発
表

５
-
市
が
九
月
定
例
市
会
に
提
案
の
議
案
四
十

九
件
を
発
表
。
▽
市
、
米
海
軍
横
浜
冷
蔵
庫
と

同
陸
軍
神
奈
川
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
を
神
奈
川
区

瑞
穂
地
区
に
移
設
し
、
瑞
穂
地
先
の
海
面
三
十

五
h
a
を
埋
め
立
て
公
共
港
湾
施
設
を
整
備
す
る

計
画
を
市
会
特
別
委
で
公
表

８
-
市
主
催
の
「
高
齢
化
問
題
を
考
え
る
8
9
」

中
区
関
内
ホ
ー
ル
に
て
開
催
、
千
人
以
上
の
参

加
。

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

▽
六
十
三
年
度
県
内
公
立
高
校
の
退

学
者
三
千
四
百
八
人
で
過
去
最
高
。

2
0
-
法
務
省
、
「
不
法
就
労
事
犯
摘

発
努
力
期
間
」
の
結
果
発
表
、
三
週

間
で
二
千
七
百
五
人
摘
発
。
2
4
-
国

の
機
関
移
転
推
進
連
絡
会
議
は
、
地

方
移
転
が
決
定
し
て
い
な
い
残
り
七

十
一
機
関
の
移
転
先
を
決
定
、
十
七

機
関
が
横
浜
へ
。
3
1
-
一
九
九
〇
年

度
予
算
の
概
算
要
求
締
切
り
。
一
般

会
計
の
総
要
求
額
六
十
七
兆
三
千
二

百
四
十
七
億
円

１
-
日
米
首
脳
会
談
始
ま
る
。
▽
県

内
で
防
災
訓
練
百
五
十
三
万
人
参
加
。

▽
文
部
省
、
国
立
大
、
短
大
の
一
九

九
〇
年
度
増
員
計
画
ま
と
め
る
。
八

学
科
新
設
、
六
百
八
十
人
増
。
４
-

川
崎
市
伊
藤
三
郎
市
長
、
正
式
に
辞

意
表
明
。
▽
県
、
五
百
十
億
二
千
七

百
万
円
に
上
る
九
丹
補
正
予
算
発
表
。

７
-
国
土
庁
、
都
道
府
県
地
価
調
査

の
速
報
値
発
表
。
県
内
住
宅
地
三
・

四
％
、
商
業
地
〇
・
四
％
の
ダ
ウ
ン
。

五
十
年
の
調
査
開
始
以
来
初
の
下
落
。

８
-
県
の
個
人
情
報
保
護
推
進
懇
話

会
は
、
県
保
有
の
個
人
情
報
の
み
で

な
く
民
間
保
有
の
情
報
に
つ
い
て
も

保
護
対
策
必
要
と
提
言
。
1
2
-
天
皇

家
の
二
男
礼
宮
文
仁
親
王
と
学
習
院
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９
-
関
西
新
空
港
建
設
に
絡
む
談
合
事
件
で
市

が
海
土
協
加
盟
の
八
社
に
対
し
一
力
月
の
指
名

停
止
処
分
。
鹿
島
建
設
と
の
工
事
契
約
は
同
社

か
ら
の
工
事
辞
退
届
を
認
め
た

1
2
-
九
月
定
例
市
会
開
会
（
～
2
2
）

1
3
-
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
始
ま
る

1
5
-
横
浜
博
覧
会
入
場
者
三
十
一
万
七
千
人
を

記
録
。
地
方
博
入
場
者
記
録
更
新

1
7
-
美
空
ひ
ば
り
の
納
骨
式
、
市
営
日
野
公
園

墓
地
で
営
ま
れ
フ
ァ
ン
ら
二
千
八
百
人
参
列

1
8
-
市
長
、
消
費
税
転
嫁
条
例
案
三
十
一
件
の

撤
回
方
針
を
市
会
に
正
式
申
し
入
れ

2
0
-
市
会
本
会
議
で
消
費
税
転
嫁
条
例
案
の
撤

回
承
認

2
2
-
市
長
、
市
会
本
会
議
で
M
M
2
1
地
区
に
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
建
設
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

2
3
－
横
浜
博
入
場
者
三
十
六
万
二
千
人
。
つ
く

ば
博
の
三
十
三
万
人
を
抜
く

2
6
-
横
浜
港
大
桟
橋
地
区
再
開
発
計
画
懇
談
会

最
終
報
告
で
「
庭
港
」
の
新
概
念
を
提
言

2
7
-
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
と
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

が
開
通
。
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
は
全
長
八
百
六
十
ｍ

１
-
横
浜
博
覧
会
が
閉
幕
。
一
九
一
日
間
の
会

期
中
、
千
三
百
三
十
三
万
七
千
百
五
十
人
入
場

２
-
市
、
横
浜
と
大
分
を
結
ぶ
貨
物
定
期
航
路

を
六
日
か
ら
週
一
便
で
運
行
す
る
と
発
表

３
-
横
浜
市
民
病
院
で
発
生
し
た
集
団
肝
炎
の

調
査
報
告
書
ま
と
ま
る
。
「
注
射
感
染
の
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
」
と
報
告

大
経
済
学
部
教
授
川
嶋
辰
彦
氏
の
長

女
川
嶋
紀
子
さ
ん
と
の
ご
婚
約
決
定
。

▽
東
京
都
足
立
区
綾
瀬
の
母
子
強
盗

殺
人
事
件
の
容
疑
者
と
さ
れ
て
い
た

少
年
三
人
に
対
し
、
東
京
家
裁
の
少

年
審
判
で
「
不
処
分
」
の
決
定
。
1
6
-

来
春
就
職
予
定
の
高
校
生
へ
の
採
用

選
考
が
解
禁
。
労
働
省
調
べ
で
は
求

人
倍
率
二
・
一
三
の
超
売
手
市
場
。
1
7

-
第
四
十
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

会
「
は
ま
な
す
国
体
」
開
幕
。
1
8
-
県

教
委
、
逗
子
市
の
池
子
米
軍
家
族
住

宅
建
設
予
定
地
の
埋
蔵
文
化
財
調
査

が
終
了
し
、
横
浜
防
衛
施
設
局
に
「
現

状
保
存
の
必
要
を
認
め
な
い
」
と
報

告
。
1
9
-
横
浜
防
衛
施
設
局
、
池
子

米
軍
家
族
住
宅
建
設
に
向
け
た
実
質

的
工
事
に
着
手
。
▽
厚
生
省
公
衆
衛

生
審
議
会
「
日
本
人
の
栄
養
所
要
量
」

第
四
次
改
定
を
答
申
。
2
5
-
逗
子
市
、

米
軍
住
宅
の
本
格
工
事
に
対
し
て
河

川
法
違
反
だ
と
し
て
国
を
相
手
ど
り

工
事
禁
止
を
求
め
る
仮
処
分
を
申
し

立
で
・
2
8
-
与
野
党
逆
転
し
た
参
院

選
後
初
の
百
十
六
回
臨
時
国
会
召
集

６
-
国
税
庁
の
公
益
法
人
に
対
す
る

法
人
税
調
査
で
調
査
対
象
の
九
〇
％

か
ら
総
額
百
十
三
億
円
の
ご
ま
か
し

所
得
判
明
。
９
-
文
部
省
、
昭
和
六

士
二
年
度
体
力
、
運
動
能
力
調
査
ま

と
め
る
。
子
供
達
十
年
前
と
比
べ
落

ち
込
み
。
▽
千
葉
県
の
建
設
し
た
全

国
初
の
本
格
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施

　
６
-
県
に
よ
る
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
の
線

　
引
き
見
直
し
で
、
横
浜
市
分
は
見
送
り

　
1
0
-
市
都
市
美
対
策
審
議
会
、
歴
史
的
遺
産
を

´
生
か
す
、
水
辺
を
生
か
す
な
ど
の
五
項
目
提
言

　
1
2
-
「
横
浜
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち
展
」
横
浜
高

　
島
屋
で
開
か
れ
る
。
開
港
か
ら
現
代
ま
で
七
十

　
作
家
の
大
作
を
集
め
る
。
▽
世
界
的
な
ホ
テ
ル

　
チ
ェ
ー
ン
、
イ
ン
タ
ー
・
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ

　
テ
ル
ズ
が
、
M
M
2
1
地
区
の
横
浜
国
際
平
和
会

　
議
場
ホ
テ
ル
を
運
営
す
る
こ
と
が
決
定
。
▽
市

　
内
瀬
谷
区
の
人
材
派
遣
会
社
労
働
者
派
遣
法
の

　
疑
い
で
摘
発
。
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
等
を
単
純
労

　
働
の
工
員
と
し
て
派
遣
し
て
い
た
疑
い

　
1
3
-
河
川
に
無
断
係
留
し
て
い
る
ボ
ー
ト
等
に

　
対
し
「
横
浜
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
対
策
協
議
会
」

　
を
設
置
し
、
条
例
化
を
含
め
た
検
討
を
し
て
い

　
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る

　
1
9
-
市
は
M
M
2
1
や
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
Ｐ
Ｒ

　
の
た
め
米
国
に
シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
団
派
遣
。

　
▽
平
成
元
年
度
の
技
能
功
労
者
、
三
十
九
業
種

　
の
八
十
九
人
発
表

　
2
3
-
市
教
委
、
指
定
文
化
財
十
一
件
、
地
域
文

　
化
財
八
件
を
指
定
し
登
録
す
る
方
針
を
決
定
。

　
▽
市
の
長
期
総
合
計
画
「
2
1
プ
ラ
ン
」
の
見
直

　
し
原
案
に
つ
い
て
審
議
し
て
き
た
横
浜
国
際
港

　
都
建
設
審
議
会
、
審
議
結
果
を
市
長
に
答
申

　
2
5
-
横
浜
市
都
市
計
画
審
議
会
は
M
M
2
1
中
央

　
地
区
の
2
5
街
区
を
特
定
街
区
に
決
定

　
3
0
-
市
と
建
設
省
の
第
三
セ
ク
タ
ー
「
日
本
住

　
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
」
設
立
発
起
人
会
開
催

　
設
「
幕
張
メ
ッ
セ
」
オ
ー
プ
ン
。
1
0
-

　
パ
チ
ン
コ
業
界
が
過
去
五
年
間
に
与

　
野
党
国
会
議
員
ら
八
十
三
人
に
約
一

　
億
二
百
万
円
の
資
金
提
供
を
し
て
い

　
た
こ
と
が
判
明
。
1
1
-
文
部
省
の
保

　
健
体
育
審
議
会
、
強
い
選
手
の
育
成

　
を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
提
言
。

　
1
2
1
ヒ
ル
ズ
米
通
商
代
表
来
日
。
ス
ー

　
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
三
品
目
の

　
市
場
解
放
要
求
。
1
4
-
田
中
元
首
相
、

　
政
界
引
退
を
発
表
。
1
5
-
日
本
胸
部

　
外
科
学
会
、
脳
死
段
階
で
の
心
臓
移

　
植
は
妥
当
、
と
す
る
見
解
発
表
。
1
6
-

　
「
湘
南
国
際
村
協
会
」
発
足
。
1
7
-

　
神
奈
川
文
化
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞

　
者
、
発
表
。
六
人
九
団
体
。
▽
米
、

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
Ｍ
六
・
九
の

。
大
地
震
発
生
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
高

　
速
道
路
が
約
一
㎞
に
わ
た
り
落
下
、

　
死
者
、
負
傷
者
多
数
。
2
1
-
法
務
省
、

　
今
年
上
半
期
の
出
入
国
管
理
及
び
難

　
民
認
定
法
違
反
者
が
一
万
千
二
百
八

　
十
一
人
と
発
表
。
2
3
-
鎌
倉
巾
長
選
、

　
現
職
の
中
西
功
氏
再
選
。
▽
か
な
が

　
わ
環
境
文
化
賞
は
「
モ
ル
フ
ォ
生
物

　
同
好
会
」
を
主
催
す
る
大
野
通
胤
氏

　
に
決
定
。
2
5
-
川
崎
市
の
伊
藤
市
長

　
正
式
辞
任
。
2
7
-
輸
入
血
液
製
剤
で

　
エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
血
友
病
患
者
ら

　
が
国
と
製
薬
会
社
に
総
額
十
六
億
の

　
損
害
賠
償
請
求
。
3
0
-
文
部
省
「
昭

　
和
六
十
三
年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行

　
動
実
態
調
査
」
結
果
発
表
。
登
校
拒

　
否
児
は
過
去
最
高
の
四
万
人
台
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